


















This study empirically examines a multiple-product fixed total cost function in order to esti-
mate the degree of economies of scale and scope for the majority of Japanese national
universities. The results suggest that there are economies of scale and scope in Japanese
national universities. What is more,this statistical evidence implies that different optimal
sizes of higher education exist in each field of the Arts & Literature or the Physics and Chem-
istry & Engineering, and that the activities of researching and teaching are strongly connected
so they should not be divided into each field.
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関数、及び、規模の経済(Economies of scale)、範囲の経済(Economies of scope)のより
精密な実証研究が行われるようになってきた。この分野で初めてMulti-Productionのモデ
ルを明示的に導入し、実証分析を試みたのは　Cohn et al. (1989)である。それまでにも
Southwick (1969), Ve汀y and Layard (1975), Brinkman and Leslie (1986)など高等教育
機関の費用関数や規模の経済に関する研究はあったが、いずれも　Multi-Productionのモデ
ルを考慮に入れていないという点で不十分であった。 Cohn et al. (1989)以後、 Multi-Pro-
auctionのモデルを導入してこれらを推定した先行研究は、 Groot et al (1991), Nelson and
Heverth (1992), Dundar and Lewis (1995), Koshal and Koshal (1999), Lloyd et al.




(Economies of Scale)及び、範囲の経済(Economies of Scope)の存在とその程度を明ら
かにすることである。本研究の特色は、 1)独自に集計した資料に基づき、日本の国立大学の
multiple-output費用関数を推定し、それを利用して規模の経済(Economies of Scale)及び、















費用関数を測定するために、 Baumol, Panzar and Willing (1982)よって捷案され、 Mayo




大学院教育(PG)のそれぞれの生産量をYee, Yug, Ypgとし、費用関数c-/(iw rォi Ypg)
を次のように特定化する。
C-ao+alDRE+a2D-+31biYl+‡粋ォY,Y,+e‡






















産物に関してであり、それぞれRay Economies of Scale, Global Economies of Scopeと呼
ばれるものであり、もうひとつは、個別の生産物に関してのProduct-specific Economies of
Scale, Product-specific Economies of Scopeと呼ばれるものである。実際に、これらの定義
は以下のように表わされる(Baumol et al. (1982), Dundar and Lewis (1995), Hashimoto
and Cohn (1997))<
まず、規模の経済(Economies of scale)に関しては以下のようになる。
Ray Economies of Scale
Sray- C (YRE, YuG, Y描)
YREMCnE + YucMCuG + YKMCpc en
ここでC(Yee, YuG> YK)は全ての財を生産した場合の総費用で、 MCiはi財を生産する
限界費用(-∂C(Yre, Yug, Ypg)/∂Yi)を表わしているOこのとき、 (1)式は生産量の費用弾
力性と解釈できるoつまりは、費用が1%増加した場合に、生産量が1%より増加している
場合に規模の経済が存在していると解釈できるoしたがって、Srayが1より大きvi (SRAy>l)
ならば、 Ray Economies of Scaleが存在すると言う。
Product-specific Economies of Sca le
複数の財が生産されるときの平均費用の概念は一般には定義が容易ではなし)oしたがって、
以下のような定義を用いてこれを計算する。
/C,-C(y,, Yjt Yk)-C(O, Yu Y,)
これは、 i財を生産することで増加する費用(incremental cost)であるoしたがって、この
i財を生産することで増加する費用の平均(Average incremental cost), AICは以下のよう
になる。
AICj-C(Yi, Yi, Yk)-C(O, Yj, YI
Y,
このAICをSingle-outputの場合の平均費用と類似した概念として考えると、 Product-
specific E…conomies of Scaleは以下のように定義できる。
si-箸 (2)
研究と教育に関する規模の経済と範囲の経済一日本の国立大学の場合- 5
このとき、 Siが1より大きい(S<>1)ならば、 i財に関してProduct-specific Economiesof
Scaleが存在すると言う。
また、範囲の経済(Economies of scope)に関しては次のようになる。
Gbbal Economies of Scope
SC ni.0 -
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結果を用いて、それぞれ規模の経済と範囲の経済を計測した。以下のTable 3, Table 3′,
Table 3〝は規模の経済の計測結果を、 Table 4, Table 4′ Table 4〝は範囲の経済の計測結果
をそれぞれ表にしたものである7)0
まず、全ての標本場合、規模の経済に関してRay Economies of Scaleは10%から300%ま
でのどの生産規模の大学においてもその存在が確認される。特に、 10%水準の比較的小さな















Table 3. Economies of Scope (規模の経済/全ての標本)
第8巻第2号
Ray Product-specific Economies






























Table 3′ - Economies of Scope (規模の経済/文系のみの大学)
Ray Product-specific Economies






























Table 3〝. Economies of Scope (規模の経済/理系のみの大学)
Ray Product-specific Economies































Table 4. Economies of Scope　範囲の経済/全ての標本)
Global Product-specitic Economies






























Table 4′. Economies of Scope　範囲の経済/文系のみの大学)
Global Product-specific Economies






























Table 4〝. Economies of Scope (範囲の経済/理系のみの大学)
Global Product-specific Economies

































一方で、文系のみの大学の場合、規模の経済に関して、 Ray Economies of Scaleは生産規




関して、 Global Economies of Scopeは生産規模が10%から300%までの全ての水準の大学
で、その存在が確認される。また、 Product-specific Economies of Scopeは、学部教育、大
学院教育、研究において、ほぼ全ての水準でその存在が確認される。
最後に、理系のみの大学の場合、規模の経済に関して、 Ray Economies of Scaleは生産規







Economies of Scaleでは、その傾向が顕著に表れているo次に、範囲の経済に関して、 Global
Economies of Scopeは生産規模が10%、 50%、 250%、 300%の水準の大学で存在している。







ここで、比較可能な先行研究であるHashimoto and Cohn (1997), Dundar and Lewis
(1995), Johnes (1997)と本論文の実証結果を観ていくことにする。まず、日本の私立大学の






かった10)一方で、 Johnes (1997)では、理系の大学において、 RayEconomies ofScaleと
Global Economies of Scopeは存在しておらず、本論文の結果とは異なる。また、 Product-
specific Economies of Scaleも学部教育には存在していない。しかしながら、大学院教育と
研究のProduct-specific Economies of Scaleに関しては本論文と一致する結果となってい
る。 Dundarand Lewis (1995)では、学問分野によって各々の費用関数は異なるとし、その
分野別(Social Science, Physical Science, Engineering)にこの推定を試みた。その結果、
Engineeringの一部では例外があるものの、ほぼ規模の経済と範囲の経済の存在を認めてい
る　Social Scienceにおいて、 Ray Economies of Scaleは200%の水準まで確認される。ま
た、 Product-specific Economies of Scaleは学部教育では平均水準以上、博士教育で
は50%以上の水準において、~修士教育と研究では全ての水準においてその存在が確認される。




ては同様の結果が得られている。 Physical Scienceにおいては、 Ray Economies of Scaleは
200%の水準まで確認される。また、 Product-specific Economies of Scaleは博士教育で
は150%までの水準においてこ学部教育、修士叡育、研究では全ての水準においてその存在が
確認される, Global Economies of Scopeは、 200%の水準まで、 Product-specific Economies
of Scopeは、修士教育と博士教育に関しては全ての水準で、学部教育と研究に関しては200%
の水準まで、その存在が確認される　Engineeringにおいては、 Ray Economies ofScaleは
300%の水準まで、 Product-specific Economies of Scaleは修士教育と研究においては全て
の水準で、学部教育においては、写00%の水準以上でその散在が確認される0 -方で、博士教
育に関しては観測されない。また、Global Economies of Scopeは300%の水準まで、Product-
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